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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表） 

討議年月日：令和  7 年 3 月 7 日

公表：令和  7 年  3 月 31 日 事業所名 キッズサポートセンター千兵衛's インク          

 
チェック項目 はい 

どちらとも

いえない いいえ 
工夫している点・課題や改善すべき点を踏まえた改善内容又は改善目標 

環
境 

・

体

制

整

備 

1 

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係

で適切であるか（県が定める基準に則してい

るか） 

6 

  

愛知県の基準１人当たり 3 ㎡を満たしています。 

2 
職員の配置数は適切であるか（国が定める

基準に則しているか） 
6  

 
国が定める基準を満たしています。職員の入れ替わりなども考えて、随時余裕

を持って満たせるように今後も職員の獲得に努めていきます。 

3 
事業所の設備等について、バリアフリー化の

配慮が適切になされているか 
6  

 
段差をなくす、スロープの設置、身体障害者用トイレなどバリアフリーの配慮をし

ています。 

業

務

改

善 

4 

業務や支援などで、方向性を決めて実践し

振り返りをして、次につなげていくことを、職

員みんなでできているか。 

6  

 支援者会議内での個別支援会議等で実施しており、非常勤の方含めて意見を

もらう事はできています。毎日の朝礼・振り返り、業務改善で、より良い支援がで

きるようにチームで向き合っています。 

5 

保護者等向け評価表を用いてアンケート調

査を実施し、保護者の意向を把握し、業務改

善に繋げているか 

5 1 

 毎回アンケートを参考に、支援の見直しをさせていただいています。保護者の方

のご意見を汲み取って、改善していく為に、これからもよりコミュニケーションが

必要だと感じております。 

6 
この自己評価の結果を、事業所の会報やホ

ームページ等で公開しているか 
6 

  

自己評価の結果は HP にて公表しています。 

7 
第三者による外部評価や、第三者委員を定

めて業務改善に繋げているか 
5 1 

 苦情受付の第三者委員として外部の方にお願いしていますが、そのような苦情

は今のところなくこれまで来ています。今後ももしそのような機会があった場合も

真摯に向き合い、業務改善をしていきたいと思います。 

8 
職員の資質の向上を行うために、研修の機

会を確保しているか 
6  

 法人全体研修や部署内の研修の機会を設け、支援力向上に努めています。 
学びたいことや必要なスキルを身に着けるため、必要に応じて外部研修にも参

加するようにしています。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

9 

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、

個別支援計画を作成しているか 

6 

  保護者や相談支援専門員とともにアセスメントを実施し、現状の課題を見極め個
別支援計画を作成しています。3 ヶ月～6 ヶ月に一度保護者と面談を行っていま
す。 
児童発達支援管理責任者が作成した計画に、現場職員からも意見をもらい、現

場職員からの聞き取りやアセスメントを行う事で、全体で客観的な計画が作れる

ように意識しています。 

10 
子どもの得意な事や支援が必要な事を、ア

セスメントしているか 
5 1 

 毎回、個別支援計画を子どもたちにも意識してもらえるように、目標の確認と振

り返りを行っている。その日の支援についても職員で考え、評価しているが、こ

れからも子ども達に寄り添って実施の方法は検討していきたい。 

11 
活動プログラムの立案をチームで行っている

か 
5 1 

 活動プログラムの立案をチームで行っています。常勤職員が考えた活動に、非

常勤職員からも意見をもらったりしています。常勤職員は毎日の朝礼や活動の

デモンストレーションに参加できますが、非常勤職員はそれに比べると機会は減

ってはいるので、より参画できる方法を引き続き検討します。 

12 
子どものやりたい事を活動に反映させている

か 
5 1 

 創作、クッキングなど様々な活動を行っています。選択の機会も多く取り入れて

いますが、全員のやりたい事を取り入れた活動を提供できているのかという課題

はあります。ただ、療育という観点は必ず持って考えており、子ども達の様子や

ニーズのアセスメントから活動の考案をしています。 

13 
平日、休日、長期休暇に応じて、課題や目標

を設定して支援しているか 
6 

 

 休日、長期休暇について、余暇の時間、活動時間を詳細に設定してより利用者
が楽しく色々な経験をしていけるようなものにしていきます。 
主に半期ごとにプログラムを作成して、それに基づいて支援の提供を行います。 

14 
支援前、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認しているか 
6 

 
 コーディネート表を作成し、活動内容や人員配置が分かるようにしています。 

利用者の担当を正規職員・非常勤職員決めて、個別支援計画に沿った支援が

できるよう、役割などを伝えます。主に担当週の職員が伝達をします。 

15 

終礼や朝礼にて、支援の振り返りや共有事

項などを職員で確認し、次の支援に繋げて

いるか 

5 1 

 日々の支援で気になったことや共有事項などを記録に入力し、毎日終礼を行っ
ています。時間が揃わない非常勤職員からも振り返りや意見を吸い上げられる
よう、退勤時に話しを聞き、記録に残して次の支援に繋げられるように努力はし
ています。非常勤の方にも朝礼や終礼の代わりとして聞き取りをさせてもらって
いることがより伝わるやり方を検討していきます。 
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16 
日々の支援に関して正しく記録をとることを

徹底し、支援の検証・改善に繋げているか 
6  

 日々の様子は個別支援計画に沿った記録を利用記録に取り、ケア記録、業務
日報にて記録し、個々の様子を振り返れるようにしています。特に、継続的に気
になる利用者に関しては、行動記録やケア記録にまとめて振り返りを行い、行
動の分析や支援の検証・改善を行っています。 
 

17 
定期的にモニタリングを行い、個別支援計

画の見直しを行っているか 
6  

 
保護者と面談を定期的に行い(3 か月・6 か月)、個別支援計画の見直しを行っ

ています。 

18 
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み

合わせて支援を行っているか 
6 

 
 

放課後等デイサービスのガイドラインをベースに活動の組み立てを行っていま

す。 

29 

障害児相談支援事業所のサービス担当者

会議にその子どもの状況に精通した最もふ

さわしい者（児童発達支援管理責任者、担

当者など）が参画しているか 

4 

 

2 

 

 
参加の調整が難しい場合もあるが、必ず児発管か担当者が参画するようには

しています。なかなか都合がつかない職員もいるため、体制を整える事はこれ

からも必要になってきます。 

関

係

機

関

や

保

護

者と

の

連

携 

20 

日頃から相談支援専門員、市役所福祉課、

児童発達支援センター等関係機関と情報共

有など連携が図れているか 

5 1 

 相談支援専門員が担当している利用者の様子を共有したり、事業所の情報を
提供したりしています。 
担当者から相談支援専門員に様子の引き継ぎや連絡を取るようにして、顔と名
前を覚えてより連携を図れるようにします。 
緊急対応が必要な利用者について、相談支援専門員と連携を密にとるようにし

ています。 

非常勤の方にはなかなか共有できていない部分もありましたが、今後そういっ

た情報も伝えていきます。 

21 

学校との情報共有（行事予定、下校時刻な

ど）、連絡調整（送迎対応、トラブル発生時

の連絡）を適切に行っているか 

４ 2 

 各学校の年間カレンダーを事業所で確認しています。保護者と連絡を取り合
い、行事予定や下校時刻の確認等も随時行っています。 
学校の先生とも連携を図れるようにしていますが、基本は情報保護の観点から

保護者から聞くように、とされている為、密に連絡が取れていないと行き違いに

なる事もあり、改善が必要です。 

22 

発作がある利用者に対し、発作時の様子と

対応について事前に保護者と確認し、適切

な対応ができるようにしているか 

5 
 

１ 

 

 アセスメント時に発作がないか、ある場合はどういう状態になるか、事業所利用
時に発作が起きた場合の対応などを保護者と事前に確認しています。 
発作が起きた時は適切に対応し、保護者に報告するようにしています。 
非常勤職員含めた全員が理解して対応ができるようにしていきます。 

23 

身体障害の利用者に対して適切な介助がで

きるよう、身体介助スキルを身に着けている

か 

5 
1 

 介助に不安がある時は、職員間で介助の確認をするなどして、フォローしてい

ますが、基礎的な経験が少ない職員もおり、スキルを身に着けていると自信を

もって言えない部分があるようです。今後も学び、実践していく中で、自信をもっ

て支援に当たれるように努めていきます。 

24 

就学前に利用していた保育所、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に

努めているか 

5 1 

 保護者、相談支援専門員からの聞き取りや、利用前の児童発達支援との担当
者会議などで情報を得ることが多いです。出席するのは常勤職員になる事がほ
とんどで、非常勤職員は同席の機会はほとんどないです。代わりに、丁寧な伝
達を心掛けていますが、引き続き共有を意識していきたいです。 

25 

学校を卒業し、放課後等デイサービスから

障害福祉サービス事業所（生活介護・就労

継続支援事業所等）へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を共有する等して

いるか 

5 1 

 

インクでは、高等部よりも前に利用を卒業する利用者が多いので、機会は少な

いですが、連携する必要のある場合は対応していきます。 

26 

障害のない子ども達と活動する機会がある

か（例：子ども食堂、余暇支援、児童館での

交流など） 

6 

  
余暇活動や公園などで、近所のお子さんや近隣住民の方と交流をしています。

障害があってもなくても関係なくみんなが楽しく過ごす場になるような活動・イベ

ントを今後も行っていきます。 

27 
子ども部会（自立支援協議会）へ積極的に

参加しているか 
6 

  
市内の事業所が集まる事例検討・情報共有会、研修などの場に積極的に参加

できるようにしています。 

28 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの発達の状況や課題について共

通理解を持っているか 

6 

  利用者の事業所での様子を伝達し、現在行っているサービスの内容等もその

都度説明を行っています。面談や送迎時にお話をしたり、HUG 等でのやり取り

を通して、保護者の想いを汲み取り、一緒に課題解決をしていきます。 

29 
保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対して適切な支援を行っているか 
4 2 

 保護者の悩み、求めていることなどを丁寧に汲み取っていき、適切な支援を行

えるようにていますが、若手で子育て経験もない職員はとくに、経験不足から保

護者の方への伝えにくさも感じています。ベテランのスタッフからのフォローをし

たり、ペアトレなど自分達も学ぶなどして支援力を付けていきます。 

30 
運営規定、支援の内容、利用者負担等につ

いて丁寧な説明を行っているか 
6 

  契約時説明を行っています。活動別にかかる負担額はその都度口頭や書面に
てお知らせしています。 

 

31 

保護者からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ、必要な助言と支援を行って

いるか 

4 2 

 
29 と同様で、適切な助言ができているかは不安に感じる場合もありますが、職
員同士でのフォローや相談支援専門員などにも共有させていただき、連携を図
って解決できるように努めています。 

32 
保護者交流会等を開催し、保護者同士の連

携を支援しているか 
6 

  今年度は年 1回程度保護者交流会を開催しています。保護者が求めているこ

とを汲み取った内容を実施するようにしています。参加できなかった保護者にも

会で話した内容を配信し、感想を共有するなどして、次回の参加につなげてい

きたい。先輩ママに話を聞くのが数年続いているので、それだけでなく、学びや

連携の機会も考えたいです。 
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34 

定期的におたより・会報誌を発行し、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信しているか 

4 

 

2 

 

 事業所からの連絡として、予定を HUG で共有したり、活動報告を送ったりして

います。また、LINE オフィシャルで事業所や法人の活動を配信しています。お

便りという形ではないですが、ペーパーレスな代替方法を取っています。 

35 個人情報に充分注意しているか 6 

  鍵のついた棚にて厳重に管理を行い、事業所外に持ち出さないようにしていま

す。契約時に個人情報取り扱いについての書類を記入して頂き、大丈夫な方の

写真を SNS に上げたり、展覧会などイレギュラーな時も都度保護者に確認をし

たりしています。 

36 
障害のある子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮をしているか 
5 1 

 利用者に伝わるよう視覚でわかりやすく伝達するなど、個々に合った手法を用
い伝達するよう努力しています。 
外国籍の方もいるため、イラストや写真を使ったり、ひらがなや英語の書類を用

意するなどの配慮をしたりしています。それでも確実に伝わっているかは、お互

いのコミュニケーションをもとに確認していきます。 

37 
事業所の行事に地域住民を招待する等地

域に開かれた事業運営を図っているか 
6 

  余暇支援、子ども会と合同でのイベントを企画するなどして、地域との交流に努

めてきました。今年度はマルシェを企画し、地域の方にも周知をして、たくさんの

方に遊びに来て頂く事ができました。 

38 

緊急時対応マニュアル、感染症対応マニュ

アル等を策定し、職員や保護者に周知して

いるか 

5 1 

 非常災害時の対応マニュアル、感染症対策マニュアルを策定し、職員には犬種

でも周知しています。ただ、保護者の方へはマニュアルの一部、避難場所等重

要度が高い部分しかお伝えできていないので、どのくらいの情報を伝える必要

があるかは検討していきます。 

非

常

時

等

の

対

応 

39 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出その他必要な訓練を行っているか 
6 

  
年に 2回、地震と火災に備えた訓練を行っています。ビデオ学習、避難練習、、

引き渡し等の練習と段階を経て行えるように対策をしています。 

40 
虐待を防止するため、研修等適切な対応を

しているか 
6 

  
法人内部研修や、県・市主催の研修を受講するなどしています。また、支援者

会議にて毎回支援の改善の話し合いを実施しています。 

41 

どのような場合にやむを得ず身体拘束する

かについて、組織的に決定し、子どもや保

護者に事前に充分に説明し了解を得た上

で、個別支援計画に記載しているか 

4 2 

 法人のルールを研修等で周知し、流れに沿って身体拘束の対応をしています。

これまで該当者がいなかったので、個別支援計画に記載する事はありませんで

したが、これから必要になる場合には、手順を踏んで、検討したのちに対応をし

ていきます。 

42 

食物アレルギーのある子どもについて、医

師の指示書に基づく対応等適切な配慮がな

されているか 

4 2 

 契約時に、アレルギーの確認と配慮が必要な事がないか確認するようにしてい

ます。献立表を作成する際に、昼食やおやつ提供時にアレルギーの食材を提

供しないよう、複数の職員で確認しています。常勤職員が主に把握して伝えて

いますが、非常勤職員でもすぐに確認しやすいような仕組み作りは今後も検討

していきます。 

43 
ヒヤリハット事例集を作成し、事業所内で共

有し、支援の改善に努めているか 
4 2 

 ヒヤリハット報告はクラウド上で常勤職員は確認できますが、非常勤職員には

口頭で伝達する事が多かったです。印刷して見られるようにしていくのと、ヒヤリ

ハット後の改善も全員で取り組んでいきます。 

 

33 

子どもや保護者からの苦情について、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者

に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適

切に対応しているか 

5 1 

 
苦情があった場合、速やかに管理者が中心となり対応ができるように努めてい

ます。支援の不具合やご意見など、即座に解決できるよう体制を整え対応して

いきます。また、非常勤職員にも迅速に共有をするようにしていきます。 


